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⽊材利⽤促進法の施⾏以降、⽊材の利⽤促進の⼀つとしてCLT（直交集成板）の普及が進
められている。

n ⼀⽅で、コンクリートに⽐べ質量の⼩さいCLTは、床の遮⾳に関する性能（重量床衝
撃⾳遮断性能）が低いとされるため、共同住宅等で⽤いる際には、⼀定の対策が求め
られるところであり、例えば、公営住宅については、公営住宅等整備基準において、
重量床衝撃⾳対策等級で等級２または相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）が11cm以上と
定められている。

n しかし、現在の評価⽅法基準では、CLT床の重量床衝撃⾳遮断に係る具体的な仕様が規
定されていないことから、CLTの活⽤や普及を阻害する要因の⼀つとなっている可能性
がある。

n 本事業は、CLTの活⽤や普及を図るため、

• CLT床の重量床衝撃⾳遮断対策に有効な床断⾯仕様について検討し、

CLT床の重量床衝撃⾳遮断に係る評価⽅法基準等の整備に資する技術的資料をまとめる
ことを⽬的とする 。

事業の背景・⽬的
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令和6年度

事業の内容と調査・検討のフロー

（イ）CLT床の重量床衝撃⾳遮断性能のデータ収集

実建物等におけるCLT床の重量床衝撃⾳遮断性能につい
て、重量床衝撃⾳レベルや床の断⾯仕様など基本的な
データを収集した。

（ロ） 相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満た
す床断⾯仕様の検討

CLT床で相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上の性
能を満たす具体的な床断⾯仕様について複数検討し、
実験棟において重量床衝撃⾳遮断性能の測定を⾏った。

（ハ） 評価⽅法基準等の整備に資する技術的資料の検討
（イ）及び（ロ）の検討内容を踏まえ、評価⽅法基準
等の整備（相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上
の性能を満⾜するCLT床の使⽤規程を追加）に資する
技術的資料をまとめる。

令和7年度

◯ 実験建物における実
験データの収集

◯実建物における実測
データの収集

◯ 湿式⼯法の床断⾯使
⽤を検討

◯ 実験棟において重量
床衝撃⾳遮断性能を
測定

◯ 乾式⼯法の床断⾯仕
様を検討

◯ 実験棟において重量
床衝撃⾳遮断性能を
測定

◯ 評価防法基準等の整
備に資する技術資料
を取りまとめる

事業内容
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事業の実施概要

名前（敬称略） 所属（専⾨分野）

冨⽥ 隆太
（主査） ⽇本⼤学 理⼯学部 建築学科教授（建築⾳響）

⽥中 学 （⼀財）⽇本建築総合試験所 試験研究センター 
環境部⻑（建築⾳響・実験）

河野 友弘 ⼤和ハウス⼯業（株）営業戦略本部 Future with 
Wood 推進部（建築設計・施⼯）

検討ワーキング委員

n 実施体制 n 検討ワーキングの概要

第３回 検討WG

令和7年9⽉19⽇

第１回 検討WG

令和7年6⽉26⽇

n 検討テーマ
l 本年度の実験スケジュールについて
l 本年度の実験仕様について

n 検討テーマ
l 湿式⼯法の実験経過・結果について
l 乾式⼯法の実験仕様について

n 検討テーマ
l 乾式⼯法の実験経過・結果について
l 乾式⼯法の実験の⽅向性について

n 検討テーマ
l 乾式⼯法の実験経過・結果について
l 告⽰に提案しうる仕様について

n 検討テーマ
l 告⽰に提案しうる仕様について

第２回 検討WG

令和7年8⽉26⽇

第４回検討WG

令和7年12⽉18⽇

第５回検討WG

令和8年1⽉15⽇



（ロ） 相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす
床断⾯仕様の検討 
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【性能の確認⽅法】
重量床衝撃⾳対策等級2（Li,r,H-65（Li,Fmax,r,H(1)-65）等級相当）は，「特定の条件下」においては，
相当スラブ厚11 cmと同程度の性能を有するとされている。このため，本事業では，Li,Fmax,r,H(1)-65
等級相当以上の性能を有する床断⾯仕様について，実測により確認することとした。

【⽬標値の設定】
実験では，これらの許容範囲に加え，測定ばらつきや設計上の安全率を考慮し，「相当スラブ厚
（重量床衝撃⾳）11 cm以上」に対応するCLT床の仕様として，Lr数65以上の性能を有する床断⾯
仕様を確認することを⽬標とした。

２.測定を実施した床断⾯仕様
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討

重量床衝撃⾳対策の評価は，「重量床衝撃⾳対策等級」または「相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）」のい
ずれかにより⾏われる。

「重量床衝撃⾳対策等級」は，⼀定の条件下（床構造は拡散曲げ振動場，受⾳室は拡散⾳場，等価吸⾳
⾯積は10 m²）における空間性能を評価する指標である。⼀⽅，「相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）」は，
室⾯積や端部拘束条件等の影響を受けず，床断⾯仕様そのものの性能を評価する指標である。

JIS A 1419-2 附属書1では，等級曲線の値を最⼤2 dB上回ることが許容されている。
したがって，重量床衝撃⾳レベル等級Li,Fmax,r,H(1)-65は，Lr数に換算すると63〜67の範囲に相当する。
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３.実験施設
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討

国⽴研究開発法⼈ 建築研究所 CLT実験棟（建研） ⽇本建築総合試験所 CLT遮⾳実験棟（⽇総試）

床CLT厚210mm／⾳源室︓開放空間 h4.75m／受⾳室︓ 4m×5m× h2.77m 床CLT厚210mm／⾳源室・受⾳室︓4m×5m×h3.0m

※STEP8を実施※STEP4-1〜STEP8を実施

２階平面図

１階平面図

X断面図

Y断面図

２階平面図

１階平面図

断面図
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・発泡ポリスチレンボード厚10mm

・フローリング厚12mm
・合板 厚12mm
・遮音シート厚4mm
・パーティクルボード厚20mm
　（既製乾式二重床）

・206天井下地
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・206材 ＠455

４-1.湿式⼯法の床断⾯仕様の設定
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討

【上階の床】 懐⼨法250mm

• ユニットバス床を室内床と揃え、ユニットバス下に⼀定
のコンクリート施⼯余地を確保。

• 既製の乾式⼆重床に遮⾳シート厚4mm（9.2kg/m2）と合
板厚12mmを付加。状況により追加が可能。

【CLT床版】 厚210mm

• 実験施設の床CLT厚210mmを採⽤

• 階⾼を3,000mm程度に抑えた中で可能な天井懐として
150mmを採⽤。

• LGS下地、防振吊り⽊を使⽤しない直張天井を採⽤。
• ビニールクロス張り天井の下地としてよく⽤いられる
せっこうボード厚9.5mmとし、厚12.5mmの追加も検討。

【下階の天井】懐⼨法150mm

RC（鉄筋コンクリート）厚100mm

• RC＋CLT厚210mmでLH-60の実験値がある厚さ100mmを
採⽤

CLT中⾼層建築物普及のためのマニュアル類整備事業報告書
（⼀財）⽇本CLT協会、より

• ⼱⽊を床から2mm浮かせる

• 床と壁の間に5mm隙間を設ける

• RCと壁の間を絶縁する



令和7年度-M12

9

４-2.乾式⼯法の床断⾯仕様の設定
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討

【上階の床】 空気層の⼤きさ200mm

• 住⼾内床をバリアフリーとするため、ユニットバス床を
室内床と揃えた。

• 既製の乾式⼆重床に遮⾳シート厚4mm（9.2kg/m2）×3
枚張りと合板厚12mmを付加。遮⾳シート3枚張りは現場
での施⼯⼿間の限度と考えた。

検討①：実験値に応じて空気層の⼤きさを調整した。

200mm【〜STEP7-2】→150mm【STEP8】

【CLT床版】 厚210mm

• 実験施設の床CLT厚210mmを採⽤

• 階⾼を3,000mm程度に抑えた中で可能な天井懐として200mmを
採⽤。

• 206材@455による独⽴根太天井を採⽤。
• 天井内に24kg/m3厚50mmのグラスウールを敷き込む。

• ビニールクロス張り天井の下地としてよく⽤いられるせっこう
ボード厚12.5mm×2枚張りとする。

検討②：実験値に応じて空気層の⼤きさを調整した。

200mm【〜STEP6-2】→300mm【STEP7-1〜】
検討③：せっこうボード厚12.5mmの枚数を調整した。

2枚【〜STEP6-1】→3枚【〜STEP7-1】→2枚【STEP7-2〜】

【下階の天井】空気層の⼤きさ200mm

• ⼱⽊を床から2mm浮かせる

• 床と壁の間に5mm隙間を設ける

• 壁と天井の間に10mmの隙間を設ける
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（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討
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STEP 4-2

５-１.湿式⼯法の実験の結果【重量床衝撃⾳レベル…タイヤ衝撃源】

STEP 4-1

STEP 0 CLT厚210mm素版
103dB→L数:80 L値:80

85dB→ L数:62 L値:60 87dB→ L数:64 L値:65
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５-１.湿式⼯法の実験の結果【ゴムボール衝撃源／タッピングマシン】
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討

ゴムボール タッピングマシンタイヤ
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STEP 0 CLT素版（厚さ210 mm）では，Lr数は80となり，性能は極めて
低い結果であった。

STEP 3-2 コンクリート厚さ100mm、直吊天井に加えて乾式⼆重床構造
（遮⾳シート厚さ4 mm）を施⼯した場合にはLr数は66となり，
Li,Fmax,r,H(1)-65の性能を⽰した。

STEP 4-1 さらに天井構造を撤去した場合にはLr数は62となり，
Li,Fmax,r,H(1)-65の性能を満⾜した。

STEP 4-2 天井構造を独⽴天井とした場合においてもLr数は64
となり，同様にLi,Fmax,r,H(1)-65の性能を満⾜した。
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STEP 6-2

■　STEP5　　　　　　　（R7）

・206天井下地
・せっこうボード厚12.5+12.5mm

32
.8

14
0

27
.2

20
0

10 10

206材
@303 or 455

・GW厚50mm 24kg/m3

150

150

75 75

・CLT厚210mm

20
0

巾木

・206天井下地
・せっこうボード厚12.5mm×3枚

32
.8

14
0

27
.2

12
.5

20
0

5

10 10

206材
@303 or 455

・GW厚50mm 24kg/m3

150

150

75 75

・フローリング厚12mm
・合板 厚12mm
・遮音シート厚4mm×3枚
・パーティクルボード厚20mm
　（既製乾式二重床）

・CLT厚210mm

20
0

21
2.

5
巾木

・206天井下地
・せっこうボード厚12.5+12.5mm

32
.8

14
0

27
.2

20
0

10 10

5

206材
@303 or 455

・GW厚50mm 24kg/m3

150

150

75 75

・フローリング厚12mm
・合板 厚12mm
・遮音シート厚4mm×3枚
・パーティクルボード厚20mm
　（既製乾式二重床）

・CLT厚210mm

20
0

20
0

・発泡ポリスチレンボード厚10mm

・フローリング厚12mm
・合板 厚12mm
・遮音シート厚4mm
・パーティクルボード厚20mm
　（既製乾式二重床）

10

150

150

150

75 75

6
2

3
8

28
20

11
8

20 110 20

シアーキー
木製厚38×150×150mm
＠1,000mmビス止め

溶接金網φ3.2mm
100×100mmメッシュ・RC厚100mm_18kN/mm

　溶接金物φ3.2 100×100mm
・ポリエチレンフィルム敷き

巾木

・CLT厚210mm

・発泡ポリスチレンボード厚10mm

・フローリング厚12mm
・合板 厚12mm
・遮音シート厚4mm
・パーティクルボード厚20mm
　（既製乾式二重床）

・RC厚100mm_18kN/mm
　溶接金物φ3.2 100×100mm
・ポリエチレンフィルム敷き

巾木

・CLT厚210mm

・CLT厚210mm・CLT厚210mm

16
6

５-２.乾式⼯法の実験の結果【重量床衝撃⾳レベル…タイヤ衝撃源】
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討
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STEP 5STEP 0 CLT厚210mm素版
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103dB→L数:80 L値:80 100dB→ L数:77 L値:75

90dB→ L数:67 L値:65 89dB→ L数:66 L値:65

STEP0+独立天井+PB厚12.5×2枚

STEP5+二重床（合板+遮音ｼｰﾄ3枚） STEP6-2+PB厚12.5mm

STEP5STEP0 L数80

STEP6-2STEP6-1

L数77

L数67 L数66

△3dB 

△10dB 

△1dB 
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５-２.乾式⼯法の実験の結果【ゴムボール衝撃源／タッピングマシン】
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討

L-85

L-80

L-75

L-70

L-65

L-60

L-55

L-50

L-45

L-40

L-35

97

94

80

79

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

31.5 63 125 250 500 1K 2K 4K

床
衝

撃
音

レ
ベ

ル
（
dB

）

オクターブバンド中心周波数（Hz）

STEP0

STEP5

STEP6-1

STEP6-2

L-85

L-80

L-75

L-70

L-65

L-60

L-55

L-50

L-45

L-40

L-35

88

79

61

61

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

31.5 63 125 250 500 1K 2K 4K

床
衝

撃
音

レ
ベ

ル
（
dB

）

オクターブバンド中心周波数（Hz）

STEP0

STEP5

STEP6-1

STEP6-2

L-85

L-80

L-75

L-70

L-65

L-60
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ゴムボール タッピングマシンタイヤ

STEP 5 CLT上⾯を素⾯とし，下⾯に独⽴天井
を施⼯した場合，Lr数は77となり，性
能は極めて低い結果となった。

STEP 6-1 乾式⼆重床構造（遮⾳シート厚さ12 mm）を施⼯した場合，Lr数は67となり，STEP 5と
⽐較して2ランク（約10 dB）の性能向上が確認され，Li,Fmax,r,H(1)-65の性能を満⾜した。

STEP 6-2 天井ボードを増し張り（3枚張り）した場合，Lr数は66となり，STEP 6-1と⽐較して約
1 dBの性能向上が確認された。
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巾木

・206天井下地
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５-２.乾式⼯法の実験の結果【重量床衝撃⾳レベル…タイヤ衝撃源】
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討
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STEP 8STEP 7-2

STEP 7-1STEP 6-2 89dB→ L数:66 L値:65 88dB→ L数:65 L値:65

88dB→ L数:65 L値:65

89dB→ L数:66 L値:65

床空気層  STEP7-2 -50mmSTEP7-1 −PB厚12.5mm

天井空気層 STEP6-2 +100mm

（日総試） 92dB→ L数:69 L値:70

STEP7-1STEP6-2 L数66

STEP8STEP7-2

L数65

L数65 L数66

△1dB 

±0dB 

＋1dB 
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５-２.乾式⼯法の実験の結果【ゴムボール衝撃源／タッピングマシン】
（ロ）相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様の検討
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ゴムボール タッピングマシンタイヤ

※ STEP 8は建研と⽇総試の両⽅の実験棟で測定を実施した。その結果、
タイヤ衝撃源の測定結果が⽇総試のほうが低周波数域（31.5Hzおよび
63Hz帯域）で3dB程度性能が低くなっていた。⼀⽅、ゴムボール衝撃源で
は31.5Hz帯域のみ4dB程度低くなっていた。これは、端部の納まりが通常
の施⼯とは異なり、L型⾦物の上に構造⽤合板を施⼯した上に脚が載って
いたため、重量衝撃源の加振により2次⾳が発⽣したことなどが原因と考
えられる。

STEP 7.1 天井懐を拡⼤した場合（天井ボード3枚張り），Lr数は65と
なり，Li,Fmax,r,H(1)-65の性能を満⾜した。

STEP 7-2 天井ボードを2枚張りとした場合も性能低下は認められず，
Lr数は65となり，同様にLi,Fmax,r,H(1)-65の性能を満⾜した。

STEP 8 乾式⼆重床構造の仕上げ⾼さを低減した場合，Lr数は66と
なった。



（ハ）評価⽅法基準等の整備に資する技術的資料の検討 
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６.相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様
（ハ）評価⽅法基準等の整備に資する技術的資料の検討

相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様（湿式⼯法） JIS A 1419-2 附属書1では，等級曲線の値を最⼤
2 dB上回ることが許容されている。したがって，
重量床衝撃⾳レベル等級Li,Fmax,r,H(1)-65は，Lr数に
換算すると63〜67の範囲に相当する。本事業で
は，これらの許容範囲に加え，測定ばらつきや
設計上の安全率を考慮し，「相当スラブ厚（重
量床衝撃⾳）11 cm以上」に対応するCLT床の仕
様として，Li,Fmax,r,H(1)-65等級相当以上ではなく，
Lr数65以上の性能を有する床断⾯仕様を，告⽰
に提案し得る仕様（案）として整理した。

湿式⼯法における床断⾯仕様では，STEP 4-1お
よびSTEP 4-2の仕様がいずれもLr数65以上の性
能を⽰した。このことから，これらの仕様は安
定して所定の性能を満⾜するものと判断され，
告⽰に提案し得る床断⾯仕様に該当する。

告示に提案しうる仕様（案）

Lr数

STEP4-1

※１：評価⽅法基準技術解説8-1(3)ロ②d(i)(a)に該当する床仕上げ材

STEP4-2

STEP4-1

STEP4-2

パーティクルボード　厚20mm（乾式二重床）

アスファルト系制振シート積層　厚4mm以上

構造用合板　厚12mm以上

床仕上げ材　※1

RC100mm以上

CLT 厚210以上

防振
際根太

1
5
0

2

5

床面材端部：
クリアランス5mm
　　　　　　　 以上

(1
66

) 4
8

1
0
2

1
0
0

(1
18

)

巾木下：
クリアランス2mm
　　　　　　　 以上

パーティクルボード　厚20mm（乾式二重床）

アスファルト系制振シート積層　厚4mm以上

構造用合板　厚12mm以上

床仕上げ材　※1

RC100mm以上

CLT 厚210以上

グラスウール（24kg/m3）厚50mm以上

石こうボード　厚12.5以上　×2枚以上

1
5
0

2
0
0

2

5

防振
際根太

10

床面材端部：
クリアランス5mm
　　　　　　　 以上

(1
66

)

1
7
3

2
7

4
8

1
0
2

1
0
0

(1
18

)

天井根太：206以上 @455以下

巾木下：
クリアランス2mm
　　　　　　　 以上

天井面材端部：
クリアランス10mm
　　　　　　　　 以上

62 63 64 65 66 67 68

Li,Fmax,r,H(1)-65



令和7年度-M12

18

６.相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様
（ハ）評価⽅法基準等の整備に資する技術的資料の検討

相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様（乾式⼯法） 乾式⼯法における床断⾯仕様では，STEP 7-1お
よびSTEP 7-2の仕様がLr数65以上の性能を⽰し
た。両者の相違は主として天井ボードの枚数に
起因するものであり，性能差は⼩さいことが確
認された。このため，施⼯性や材料使⽤量の観
点から，より簡素な構成であるSTEP 7-2の仕様
が，告⽰に提案し得る床断⾯仕様として適当で
あると判断される。

STEP7-2

STEP7-2

2
0
0

3
0
0

2

5

10

パーティクルボード　厚20mm（乾式二重床）

アスファルト系制振シート積層　合計厚12mm以上

構造用合板　厚12mm以上

床仕上げ材　※1

CLT 厚210以上

天井根太：206以上 @455以下

グラスウール（24kg/m3）厚50mm以上

石こうボード　厚12.5以上　×2枚以上

巾木下：
クリアランス2mm
　　　　　　　 以上

床面材端部：
クリアランス5mm
　　　　　　　 以上

防振
際根太

天井面材端部：
クリアランス10mm
　　　　　　　　 以上

1
3
3

1
4
0

2
7

5
6

1
4
4

※１：評価⽅法基準技術解説8-1(3)ロ②d(i)(a)に該当する床仕上げ材

告示に提案しうる仕様（案）

Lr数 62 63 64 65 66 67 68

Li,Fmax,r,H(1)-65
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６.相当スラブ厚（重量床衝撃⾳）11cm以上を満たす床断⾯仕様
（ハ）評価⽅法基準等の整備に資する技術的資料の検討

STEP 6-1 STEP 8STEP 7-2Lr数67 Lr数65 Lr数66 端部納まり

実験では，乾式⼆重床構造の仕上げ⾼さ（空気層厚さ）および天井構造における懐⼨法の違いにより，
性能が変化することが確認された。いずれの場合においても，空気層が⼤きいほど重量床衝撃⾳遮断
性能が向上する傾向が認められたが，現⾏の評価⽅法基準ではこれらの⼨法条件が必ずしも明確に規
定されているとは⾔い難い。

また，乾式⼆重床構造の端部隙間や⽀持条件等も性能に影響を及ぼす可能性があり，特に⽊造建築物
においてはその影響が無視できないと考えられる。

したがって，これらの条件に関する記述⽅法については，今後の検討課題として整理する必要がある。

【留意を要する事項】
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END


